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予
算
と
決
算
は
、
町
政
を
進
め
て
い
く
う
え
で
欠
〈
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
も
の
で
す
。

平
成
四
年
度
決
算
は
、
今
金
物
産
館
建
設
事
業
、

先
進
的
農
業
生
産
総
合

推
進
対
策
事
業
、
南
団
地
公
営
住
宅
建
替
事
業
、
昭
和
線
夜
雪
害
防
止
事
業

な
ど
の
寄
種
整
備
が
一
円
わ
れ
、
投
資
的
経
費
は
、
総
額

m憶
6
千
7
百
制
方

7
千
円
で
、
歳
出
総
額
の
M
H

・
8
%を
占
め
る
積
極
的
な
予
算
と
な
り
ま
し

た
。
決
算
特
別
委
員
会
で
慎
重
審
髄
さ
れ
、
第
四
固
定
例
町
機
会
に
お
い
て

既
定
さ
れ
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
経
常
経
費
の
節
減
に
つ
と
め
、
明
る
い
町
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
町
道
の
整
備
や
産
業
基
盤
の
充
実
、
福
祉
の
向
上
や
町
民

生
活
に
密
着
し
た
事
難
を
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
完
成
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、

一
年
間
の
決
算
内
容
を
グ
ラ
フ
や
衰
を
用
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。決算のfI!1さき

926， 958円

一般会計町民一人

当りの決算 額

歳 入

う使われた的にこ
74， 827円)

限られた財源を効果
特別会計決算の状況

(内町税

921，553円歳出

一般会計・特別会計で使われたお金

100億82，407千円です。

0.7% 
0.2% 
0.2% 
0.0% 

1，355 0.0% 

虫害裡旧費
47，473 
0.7% 

消 防 費
189，409 
2. )克

E回国国
自動車取得税宜付金 52，967 
韓越金 11，126 
利子割主 付金 12.654
寄 附金 100
主通安全対軍

特別交付金

介担金亙び負担金 115，894 1.6% 

地方阻与杭 122，959 1.7% 

諸収入 463，076 6.5% 

使用料丑び手数料
188，317 2.6% 

韓入金
233，1163.3% 

財産収入 148，581

道支出会
603，238 
8.5% 

• 

• 

• 

• 
207，328千円
71，609千円
17，785千円
95，711千円

0千円
94，960千円
140，586千円
相，581千円
432，146千円
813，898千円

6，000千円
200，000千円
110，447千円

0予円
83，200千円
110，851千円

1 町有財産の状況

基金
財 政 制 整基金
国保事業財政調整基金

簡水財政 調 整基金

土地開発基金

簡水事覇基金
美利河公共用地等基金
国営土地改良支払基金

奨学資金貸付基金
目量酒掴韓托替輸送確韓基金

滅 慣 基金
高 林文庫基金
」るさと創生基金
文化センター建設基金
水田島喋確立推進事業基金
地域福祉基金
昌雄茸動北対置費量貸村基金

内

訳

券

樹

胃

戸

債
の

費
問
司
づ
J4

・
他

雫

唱
老
玄

券
の

F
Eトヒ

証
そ

331，195千円

題事露

車問

林

哩i

車

山

物

酔最
土 地

金色

71，341 m' 

建

f< 言十 名 歳 入 歳 出 歳引額

国保特別会計事業勘定 745，008 714，616 30，392 

簡易水道事業特別会計 154，293 148，817 5，476 

老 人保健特別会計 858，693 858，686 7 

収益的収入及び支出

総 収 益 総 資 用 差 引 額

1，180，283 1， 155，807 24，476 

国保特別会計施設勘定
資本的収入及び支出

収 入 支 出 差 引 額

69，900 113，751 ム 43，851 

。平成4年度の主な事業は次のとおりです。
作市 助 事業〉 (千円) く単独事業〉 (千円)

先進的農業生産総合推進対策 424，800 今 金物産館建設事 業 271，307 
南団地公営住宅 建替 事業 192，808 公社営畜産 基地建設事業 94，486 
昭和線凍 雪 害防止事業 150.860 河川環 境整 備 事業 50.006 
上稲穂地区農道整備事 業 121.825 昭和線凍 雪害 防止 事業 50，000 
農村地域農業構造改善事業 117.753 代 替 ノ〈ス 車 両更新 事業 35.576 
旭幸線凍 雪 害防止事業 110.800 農業基盤整備事 業 34，078 
都市 計画街路 事 業 80.000 文化財保護 事業 31.965 
八束宮前線道路改良 事 業 60.300 町道改良舗装 事業 30.957 
山村林 業 構造改 善事 業 59，660 水田農業確立特別対策事業 27，742 
都市計画中央緑地公園造成 44.000 防 雪 棚取付取外し 事業 26.986 
日進黄 金線道路改良事業 38.840 旭線道路改良舗装 事業 26.000 
観光トイレ等施設重量備事業 35.866 今 小屋線張替事 業 24，205 
トマン ケシ地区小規模排水 32，349 金又中央線道路改良舗装事業 20，000 
神丘 10号線歩道設置事業 32.000 給水施設拡張 事業 15.965 
種)11小プー jレ上屋建設事業 31，492 総合体育館屋根改修等事業 15.141 
濁川住吉線道路告Ii裳事業 30.000 大和団地支線 2号道路改良 15，000 
今中コンビューター導入事業 26.343 町史編纂作成 事業 11. 717 
都市計画総合公園造成事業 22，000 野菜価格安定推進 事業 11. 056 
雪寒機械導入事業 15，669 都市計画総合公園造成事業 10.995 
日進線道路舗装事業 11 ，000 先進的農業生産総合推進対策 10，583 
神丘10号線防雪棚設澄事業 11 ，000 農村地域農業構造改善事業 10.041 
御影光台線防雪櫛設置事業 10，000 種川環状線道路改良舗装事業 10.000 

(千円)
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木
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寛
選
手
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レ
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ン
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ル
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
ブ
ス
レ

I
代
表

で
鍛
え
た
瞬
発
力

を
生
か
し
て
仙
台

大
学
入
学
後
一
年

半
ほ
ど
で
急
速
に

力
を
つ
け
ま
し
た
。
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行
わ
れ
ま
す
。
鈴

木
選
手
町
活
椛
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

2
月
ロ
日

1
幻
目

的
日
程
で
ノ
ル

ウ
ェ

ー
の
り
レ
ハ
ン
メ
ル
で
聞
か
れ

る
第
げ
回
オ
リ
ン
ピ

Y
7
冬
季
大
会

に
今
金
町
八
東
出
身
の
鈴
木

寛

選

手
(
初
歳
)
が
ポ
プ
ス
レ
|
代
表
と

し
て
参
加
し
ま
す
。

鈴
木
選
手
は
現
在
、
仙
台
大
学
2

年
在
学
中
で
今
金
中
室
蘭
大
谷
町

校
で
は
野
球
部
に
所
属
、
ま
た
、
中

学
時
代
は
陸
上
の
短
距
離
選
手
と
し

て
も
活
開
削
し
て
い
ま
し
た
。

ポ
ブ
ス
レ

l
は
同
校
時
代
に
光
世

に
誘
わ
れ
た
の
が
き

っ
か
け
で
、
昨

年
1
月
に
イ
タ
リ
ア
コ
ル
チ
ナ
で

開
か
れ
た
ヨ

l
ロ
y
パ
カ
ン
プ
に
出

場
し
て
初
優
勝
。
野
球

・
陸
上
競
技

汁舌性、にみんなで立ちあがろう。E韮国桧山の、復興、

健闘を奮う鈴木寛選手

激
励
・
壮
行
会
開
催

今
金
町
で
初
の
オ
リ
ン
ピ

Y
7
選

手
と
な
っ
た
鈴
木
選
手
の
激
励

・
壮

行
会
が
新
春
明
け
早
々
の

1
月
3
E
.

町
民
セ

ン
7
1
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

壮
行
会
に
は
ス
ポ

y
団
体
関
係

者
や
同
級
生
な
ど
1
1
0
名
が
参
加

し
て
オ
リ
ン
ピ
y
ク
に
臨
む
鈴
木
選

手
を
激
励
し
ま
し
た
。

同
級
生
ら
か
句
激
励
の
花
束
を
受

け
取

勺
た
鈴
木
選
手
は

「
ひ
と
つ
で

も
上
向
順
位
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り

ま
す
。

」
と
力
強
く
宣
言
し
て
健
闘

• • 
を
嘗
っ
て
い
ま
し
た。

鈴
木
選
手
内
活
践
を
み
ん
な
で
応

援
し
ま
し
ょ
う
。

〈ボブスレー競技とは〉

中部欧州|で生まれた競技で、凍結したコ ス (全長1500m以上、平均

斜度 8度以上)をハ ン ドJレとブレーキの付いた鋼鉄製のソリで滑降し、

そのスピードを背立つ。

2人乗り、 4人乗りの 2種目があり、 4回滑降した合骨f-;タイムで順位

を決める.ハンドル操作を担当する者をバイロ y ト、ブレーキ操作を担

当する者をブレーカーという。

白
い
大
地
は
あ
っ
た
か
家
族

-園E・
開場売庖オープン

人気アニメショー

オープニングセレモニー

(交通安全ふるまい餅、

お菓子まき)

‘元気出せ.歌謡ステ ジ

狩場太鼓

大輪花火ンヨ~
悶aグ。01静@
J司、〆'

12:00-
18:00-
18:30-

H

附

町

制

q

A

0

4
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金

叶

今
回

腸

日

広

]
日
]
い

/
一回
一/一
あ

豆
月
一沼
一れ

E
2
亘
ふ

19:00-
20・日0-
20:30-

-圃E・
会場オプン

わくわくこどもランド

人間弾丸ポブスレ一大会

13∞ー伊藤多喜雄コンサート

9:00-
10:00-
11 :00-

1
 

4
 

〔

①
八
束
A

②
大
和
町
A

士フ

連金
力合町
jレA 子
タEqき
大云
Z玄

絵
山
一
を
決
め
る

力
ル
タ
大
会

も
開
か
れ
る

今
金
町
子
供
会
連
合
会

(会
長

秋
山
芳
夫
)
王
催
の
百
人
一
首
下
の

句
大
会
が

1
月
9
目
、
町
百
人

一
首

ク
ラ
ブ
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協

力
を
行
て
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
正
月
休
み
の
聞
の
猛
練

習
で
腕
を
磨
い
た
お
チ
ー
ム
花
名
が

参
加
し
て
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

各
チ

l
ム
3
名
1
組
と
な
り
、
ー

l
ナ
メ
ン
ト
戦
が
行
わ
れ
、
応
援
に

駆
け
つ
け
た
父
母
や
地
域
の
仲
間
の

声
援
を
受
け
、
鋭
い
声
援
と
と
も
に

身
を
乗
り
出
し
て

木
札
を
飛
ば
し
会

う
激
し
い
試
合
展

開
と
主
り
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

マ
小
学
生
内
部

①
八
束
D

②
大
和
町
A

③
八
束
E

守
中
学
生
の
部

す
岨
叫
-

一
F
H
品
川一骨
-

第
日
回
抽
畑
山
管
内
地
域
子
供
会
カ

ル
タ
大
会
が

1
月
刊
目
、
町
民
セ
ン

タ
ー
で
開
他
さ
れ
、
管
内

8
町
か
句

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
到
子
げ、

女
子

幻
の
剖
お
チ

l
ム、

-
1
4
名
が
参

加
し
て
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

今
金
チ

l
ム
は

5
チ
l
ム
が
予
選

を
勝
ち
抜
き
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
進
み
ま
し
た
が
、
他
町
内
壁
は
厚

く
上
位
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

(e • 
今
年
一

年
の
防
火
を
誓
う
日
目

年
の
功
労
を
た
た
え
て
、
北
海
道
知

事
、
消
防
協
会
長
表
彰
、
町
長
表
彰

な
ど
の
伝
達
が
あ
り
ま
し
た
。

終了

言甲山・鳩山山山町一山山山町四日目目白日向山て ま物振貝前 いけ町町 が月

; 昭消 防に命月 i引 L 人りに、まを、長内出参 6 今
3夫防 1 団た救 1211下 A き た かなよ神た新今、を拐加日金
i団 2 月に い助日年 --， 続 。らどる社・た年消長必し、町

;!?皇官寄与 ZEz贈金 iき、 ま22EC fA自Z苦王宮路
{ 伝 議に状桧方よ海 ム?尚 i町 な路など|ての長パ時わ 81団

j警警護高皇 ZZ書ZtzjE 望i護国広 E支ZT!I2T2 
iれ行状ら庁者 害西 41.-白 い を、り 9途し予のド雪し消初
i まわのれかのに j中ろ岡 tタ 浴沿、カ 中た防視をがた防的
{ しれ伝まら捜際地 Gl望li l ぴ道木所、 。へ閲し降。車式
lた 、速し今涼し渓 1:- ~ で ての給で践 のをたる 5 が
? 。河式た金活、 ( k H 見奴聞協 嘗受 筏中! 台 li 村が 。消動人 7 戚 jコ い

;ト百円四{謝 {
"晶、 h

j|.l 幅広l状 j
l JI間島但fが;

; 感謝状を受ける河村消防団長 j 
L甲山町、.叫..........四日目、日目町一柿回目白山田」

( 5 ) 

15:00--主管/第11田舎金雪まつり実行委員会-主催/舎童町働協会



オ
ラ
ン
タ
風
建
物
を
イ
メ
ー
ジ

A

つ
金
警
察
官
派
出
所
新
築
さ
れ
る

新
し
い
今
金
警
察
官
派
出
所
が
昨

年
ロ
月
間
日
に
完
成
し
、

日μ
日
か
ら

真
新
し
い
事
務
所
で

3
名
の
警
察
官

が
執
務
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
派
出
所
が
古
く
な

っ

た
た
め
、
隣
接
地
に
建
設
し
た
も
の

で
、
木
造
平
屋
建
て

1
4
4
4町
、
住

宅
部
分
を
除
く
、
事
務
所
内
面
制
町
内

耐、

オ
ラ
ン
ダ
風
の
建
物
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
造
ら
れ
、
お
酒
落
な
建
物
と

な
っ
て
い
ま
す
。

函
館
方
而
管
内

7
警
察
署
の
交
番

で
は
初
め
て
と
い
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ル
ー
ム
も
股
け
ら
れ
、
同
派
出
所

の
柿
崎
所
長
は

「交
通
安
全
教
室
、

防
犯
辺
助
、
困
り
ご
と
相
続
な
ど
、

地
域
に
こ
の
場
所

を
解
放
す
る
の
で
、

利

用

し

て

ほ

し

い
。
」

と
話
し
て

い
ま
し
た
。

な
お
、
派
出
所

の
勤
務
時
間
は
、

8

6

1

5

初

分
ま
で
で
す
。
勤

務
時
間
外
の
緊
危

の
場
合
は
隣
接
的

所
長
公
宅
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

もうすぐ 1年生
今年は81人が入学します

待もに持った入学の日が近づいてきました.新入学児童のみなさんは期待に胸をふくら

ませていることでLょう。各学校では、やさしいお兄さんお姉さんカ、みな さんの入学を待

っています。

今年入学されるみなさ んを紹介します.名前のもれている入、転入された人は教育委員

会までこ連絡下さい。

今今今今今今今今今今今今今今今今今やl'布l'やl'金金金金金八八八八八八磁積花笠
金金金金金金金金金金金金金金金金金丘丘丘駅即、原原原東東京束束東川川石者

谷今白山木金県加速苅谷伊中中舘勝五木矢中水宮坪本水木村古前山浜梢波鈴
十 氏

!J!} ~.I' 本侠削沢藤藤屋崎藤田 田 町倉 J品谷野野野本回田野島瀬 田 岐本町内辺木

• • 泰 英 彩博 麻雄由敦友友な有 ひ銭吏和 !亘 耕 申優有美亜彩 軒i隆 f責務的
奈 っか り奈 ぐ 名

洋子乃也澗衣 ニ 衣史香香み望恵り 志季 V4徳愛輔舞え香紗子紀乃 1d人弘樹 i韮 み

男女女拘児女男女男女女女女女女児見見男女兇友女女女女女女男男男 9~ 男女性
~IJ 

公的年金には税制面の優遇措置
言要議EES言語主主胆雪量言語総長z証炉主要主主説22雲露量喜
夫 ----------------------郎 -----------------------有

165万円が対妨げ専の金舗になります。

ちなみに、 65成以上の人て日その年中の収入が

公的年金だけの場合、その収入金額が225万円以

下 (65歳未満の人は105万円以下)であれば、受

け取る本人に所得税はかかりません。また、 65

歳以上の人で年中の収入が公的年金だけの場合、

その収入金額が175万円以下 (65歳未満の人は

105万円以下)であれば、生計をーにする息子さ

んなと'の扶設立空除の対象にもなります。

なお、その年

一定の金額を趨える公的年金などについては、所

#持且カ'i位以徴収されますので、確定申告て甘!lPす

ることになります。詳しくは、役場税.t151*までお

問い合わせください。

老後内生活股骨|の支えとして、年金は重弘fな役

I!liJを栄たします。年金にもいろいろありますが、

このうち国民年金、厚生年金、通車討且職年金など

の公的年金などには所枠内計算上、公的年金司控

除カ守[)tけられていて、私市iJ面の{長遇措置が図られ

ています。この公的年金等控除の金額は、年金の

収入金額や受け取る人の年齢によって!異なります

(図参!問 。

それでは‘ 67歳の人で収入が公的年金だけで

その収入金額が320万円の場合をみてみましょ う。

今今今今今今今今今今今今今今今今今今 今今今今今今今今今今今今今今今今;!:
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金五言

若 森戸佐小松今秋 森 南 町 平 末 渋 坂 大 秋田水四似斎内河原 山 米森 棚 伊 波 宮 町 天

山 田 田伯山九時!!i!}元山谷河井広谷本橋 ER世f部保井藤梅村田崎光川橋藤辺崎日I~I 氏戸

雄彩 圭 光文:i告真 美 祐巴祥祐 彩紀型!友洋 然恨抄雅大淳壮菜怖 綬有 香 静
太耳1¥ 名

大使郎平也史希穂恵子佳-ft隼花之沙理之亨行郎香仁史市太夫哉良佳依澄香

児女見 9~ 掲 ~J 女 J立女女女男努男女男女女到 y~ !}-:}男女男男男男女男男女女女女性
~IJ 

• • 至霊童書言葉斜面主主主言語主主言語鰐EZ露支222芸員書室主皇室
--------------------------男----------------者 (収入金額公的年金等控除額) (雑所需の壷額)

320万円一(320万円X25%+ 75万円)=165万円

カ yコ内の合骨1'155万円が、公的年金等控除額

て寸一。 そして、収入金制から控除額を差しヲ|いた

今今今今今今今今今今今今今笠
金金金金金金金金金金金金金省

津山北松藤多小太述石松イ1('太
田 氏

凹下見村井田嶋越藤塚氷川旺l
その年の12月31日の年献によります。

公的年金等の収入金額 公的年金等控除額 公的年金等の収入金量買 公的年金等控除額

130万円以下 70万円 6歳以上5 260万円以下 140万円

130万円超410万問以下 年金収入X25%+37.5万円 260万阿超460万円以下 年金収入X25%+75万円

410万円超770万円以下 年金収入XI5%+78.5万同 人の 460万円超820万円以下 年金収入X15%+ 121万円

770万円超 年金収入X5%+155.5万円 820万同超 年金収入X5 %+203万円

〕B
 

〔

(注)65歳未満かどうかは、
{公的年金等纏隊銅}

名

性
別

立

幸

男

恵

美

女

呂

子

女

紗

弥

香

女

光

男

寿

継

男光

男

智

貴

男

恵

子

女

美

沙

子

女

伸

一

郎

男

掬

吾

男

研

人

男

保
護
者

(
治

)

(
等
)

(政
幸
)

(正
人
)

(和
夫
)

(宜
暗
)

(
誠

)

(伸
治
)

(
敏
明
)

(
康
む
)

(
伸
夫
)

(礼
子
)

(哲
哉
)

今春入学する小百合保育園ゆ り組のみなさん
〕7
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平
成
五

交

通

事
故

年
今
金
町
事
件
事
故

jftJ 

法

jQ 

物 人 身

件
傷 死 発

事

故 者 者 生

平成五年
件九九 九名 九件

名

平成
四
J¥ 

名四 六 四

件 名 件
年

増五 減 減 減 増

五 七 減

⑧ 
⑧ 
⑧ 

学
芸
員
だ
よ
り

第

2
号

ー
ユ
ニ
ー
ク
な
砂
今
金
方
式
々

展
示
設
計
競
技
j

去
る
平
成

5
年
ロ
月
9
日
に
行
わ

れ
た
第
2
田
博
物
館
建
設
準
備
委
員

会
に
お
い
て
、
平
成
凶
年
オ
ー
プ
ン

予
定
の
今
金
町
立
博
物
館
(
仮
称
)

の
展
示
業
者
の
選
定
が
行
わ
れ
、
事

前
に
行
わ
れ
た
展
示
設
計
競
技
に
よ

り
各
社
か
ら
鎚
出
さ
れ
た
資
料
を
元

に
、
展
示
的
ア
イ
デ
ィ
ア

・
業
者
向

姿
勢

・
実
績
を
ど
の
観
点
か
ら
、
最

も
今
金
町
に
適
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
業
者
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

前
回
の
学
芸
貝
だ
よ
り
で
も
お
知

ら
せ
し
た
よ
う
に
、
博
物
館
は
『
石

-
ヒ
ト

-
川
』
を
基
本
テ
!
?
と
し

成
で
き
る
の
で
す
。

現
在
、
教
育
委
員
会
で
は
、
今
金

町
産
出
の
メ
ノ
ウ
マ
ン
ガ
ン
鉱
石

砂
金

化
石
な
ど
の
自
然
史
資
料

の
ご
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

hv
博
物
館
の
展
示
予
定
図

発
生
状
況

物損等器壊

詐 傷 盗

欺 害 難

平成五年

件 件 件 件

平成

年四O O 
件 件 件 イ牛

増 増 増 増

O 減
L三二

;i⑨ 
if⑧ 
?!gg 

に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
選
定
さ
れ
た
展
示
業
者
は
、

過
去
に
も
ピ
リ
カ
カ
イ
キ
ュ
ウ
化
石

や
英
利
河

I
遺
跡
的
石
川
市
や
玉
な
ど

精
巧
な
レ
プ
リ
カ
の
作
成
を
行
っ
た

業
者
で
、
他
的
業
者
に
比
べ
て
わ
か

り
や
す
く
て
ア
ピ
ー
ル
性
の
あ
る
展

示
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
多
く
の
許
価
を

柴
め
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
設
計
競
技
は
、
今
金

町
内
も
つ
文
化
財
資
料
と
博
物
館
の

テ
l
?
を
す
べ
て
提
示
し
て
各
業
者

の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
ヤ
ル
気
を
試
験
す

る
、
と
い
う
方
法
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

普
通
は
、
選
定
し
た
業
者
の
展
示

設
計
案
に
基
づ
い
て
展
示
が
梢
成
さ

れ
る
わ
け
で
す
が
、
私
た
ち
の
股
剖

競
技
は
業
者
を
テ
ス
ト
し
て
ヤ
ル
気• • 

「徒
供
」
と
い
っ
て
も
博
物
館
に
寄

贈
し
て
い
た
だ
く
も
の
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で

寄
贈
で
き
な
い
も
の
に
は
、
「
寄
託
」

と
い

っ
て
、
所
有
権
は
個
人
の
ま
ま

博
物
館
等
に
預
け
、
多
く
の
人
的
学

習
や
研
究
の
資
料
と
し
て
活
用
し
て

も
り
つ
、
と
い
う
方
法
も
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
場
合
は
管
理
や
手
入
れ
は
博

物
館
で
行
い
、
場
合
に
よ

っ
て
は

「

0
0氏
所
蔵
」
な
ど
と
明
記
し
て
展

示
資
料
と
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

博
物
館
で
多
く
の
人
の
学
習
や
研
究

に
役
立
っ
て
い
る
重
要
な
資
料
の
中

に
は
こ
の
様
に
寄
託
さ
れ
た
も
の
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

教
育
委
只
会
で
現
を
お
願
い
し
て

い
る
の
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
突

然
的
岩
石
鉱
物
化
石
で
苅
色

加
工
さ
れ
て
い
な
い
自
然
史
資
料
で

す。
今
金
町
は
、
か
つ
て
多
く
の
化
石

や
鉱
物
を
産
出
し
た
こ
と
て
有
名
で

す
が
、
そ
れ
ら
の
資
料
の
っ
ち
展
示

す
る
に
品
さ
わ
し
い
標
本
と
む
る
と

も
っ
町
内
に
は
残

っ
て
い
主
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

現
在
、
各
大
学
や
博
物
館
な
ど
と

連
絡
を
と
リ
今
金
町
産
出
の
も
の
を

探
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
お
手

元
に
も
抗
軍
主
資
料
が
ご
さ
い
ま
し

と
ア
イ
デ
ィ
ア
の
あ
る
も
の
を
選
ん

だ
わ
け
で
す
か
ら
、
拠
出
さ
れ
た
設

計
業
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
よ
り

完
成
度
の
高
い
展
示
を
目
指
し
て
注

文
を
出
し
て
行
く
予
定
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
ぷ
可
金
方

式
。
と
で
も
い
う
べ
き
特
徴
的
な
設

計
競
技
だ
っ
た
た
め
、
図
に
示
し
た

展
示
予
定
図
も
こ
れ
か
ら
の
業
者
と

学
芸
員
と
の
や
り
取
り
の
過
程
で
ず

い
よ
ん
と
迫
っ
て
〈
る
こ
と
で
し
ょ

、フ
。

資
料
収
蔵
に
ご
協
力
を
H
H

博
物
館
資
料
に
は
、
展
示
資
料
と

収
蔵
資
料
の

2
租
類
が
あ
り
ま
す
。

展
示
資
料
は
実
際
に
展
示
さ
れ
る

資
料
の
こ
と
で
す
が
、
笑
は
そ
の
何

倍
も
の
資
料
が
収
集
さ
れ
て
い
る
の

が
普
通
で
す
。
殿
町
な
収
集
資
料
が

あ
っ
て
こ
そ
素
晴
ら
し
い
展
示
が
梢

ぜ
ひ
と
も
ご
連
絡

・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
昨
年
中
に
ご
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
資
料
と
提
供
者
の
方
々
は

次
の
と
お
り
で
す
。
記
し
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

。
鈴
木
明
彦
氏
(
岩
見
沢
市
)

瀬
棚
層
産
貝
類
化
石
(
花
組
)

O
美
利
河
海
牛
化
石
調
査
研
究
会

カ
イ
ギ
ュ
ウ
化
石
肋
骨

1
本

瀬
棚
層
産
貝
獄
化
石

(
M
極
)

訓
給
府
産
ス
ン
ポ
ン
化
石
l
点

訓
縫
問
団
底
力
キ
化
石

2
占…

美
利
河
鐙
乳
洞
鍾
乳
石

1
点
出

入
芸
層
産
出
貝
類
化
石
(
2
種
)

口
大
塚
勝
三
氏

マ
ン
ガ
ン
鉱
石

1
占

八
雲
屑
産
オ
ウ
ナ
庁
イ
化
石

2
占

。
稲
木
弘
幸
氏

八
芸
層
産
オ
ウ
ナ
ガ
イ
化
石
2
占

。
村
上
規
雄
氏

訓
縫
層
産
カ
キ
化
石

2
古

口
岡
島
孝
義
氏

三
笠
市
産
ア
ン
モ
ナ
イ
ト

(3
極
)

穂
別
町
産
ア
ン
モ
ナ
イ
ト

(3
雌
)

羽
帆
町
産
ア
ン
モ
ナ
イ

1
(2
樋
)

O
笠
谷

賂

氏

瀬
棚
層
産
ヴ
ニ
化
石

1
占日

瀬
棚
層
産
F
イ
ン
ャ
カ

ニ
ン
キ
カ
イ
化
石
1
占

出
鎚
札
洞
捌
査
の
お
リ
、
鍾
乳
洞
内

に
落
ち
て
い
た
も
向
。

tc 
bて》

5年分農業所得申告相談日程

月日 盟 事 組 合 名

2/16 午副 下稲砲、上限川、八東宮町下

午佳 下盟国、神丘中台、光台

2/17 lHi由 金豆、春日井、民利問

午桂 御量主八刺j問、川告

2/18 午前 上需品、神丘中央、 l有利別

4ニ怯 中里、 八東宝聞、 間~:l:畳

2/19 午前 八束末、鉛金、イマヌエル

2/21 午j制 型肝、下:)，1i日台、下白石、神丘新興

4司圭 中liJUII、金原岨、品呼』、上主却II(A)

2/包 午耐 花石、中トマンケゾ、盟畳

午佳 ~!l:田中央、下手町 11、八東更卦

2/23 l:Hjij 企凶宮前、神丘町台、鈴司下台

午佳 住吉、トマンケシ、上金原

2/剖 午前 田代、下トマ/ケシ、出filllll、日進

午怯 上白石、八耳h有原、鈴悶第二

2/笥 午耐 上鈴金、鈴|司第 、上田代、鈴川

午佳 住中、神丘卦布、金原昭和

2/28 午前 上盟回、金原中央、極川宮山

)
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〔

語
通
水
・

趨
完
成
祝
賀
会
が
行
わ
れ
る

投
雪
式
と

安
全
で
快
適
な
冬
町
生
活
を
つ
く

り
だ
す
。
ふ
ゆ
ト
ピ
ア
事
業
u

と
し

て
平
成
2
年
度
か
ら
工
事
が
進
め
ら

れ
、
昨
年
完
成
し
た
今
金
町
流
雪
携

の
過
水
投
宮
式
と
完
成
祝
賀
会
が

1
月
げ
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

流
雪
柳
は
道
路
の
下
に
つ
く
ら
れ

た
水
の
流
れ
る
水
路
で
、
地
上
司
投

宮
口
か
ら
投
げ
入
れ
た
ぎ
を
流
水
力

を
利
用
し
、
下
流
の
河
川
に
運
搬
す

る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

流
雪
機
取
水
ポ
ン
プ
室
で
の
通
水

式
、
町
民
セ
ン
タ
ー
前
で
の
投
町
式

に
続
き
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
光
成
祝

賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
に
は
函
的
関
雄
、
函
館
土

木
現
業
所
、
町
関
係
者
ら
別
名
が
出

席
し
て
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

• • 
ー
)
}
}
}
}
}
}

)
)
)
ハ
}
}
}
}
)
)
)
}
)
〉
}
)
)
)
J

川

M

E

E

E

一

空

軍

や

結

び

柳
の
鰯
や
か
に

今
村
由
井
子

時

~

!

掛
り
献
す
剛
山
内
m
r
蜘
や
拒
鮪
配

杉

本

あ

い

伊

一

旬

諒

一め
品
目
指
に
宮
内
出
り
く
る

狭
間
十
紀
夫

川

…

加

藤

怠

仰

に

附

せ

し

義

郎

石
井
智
恵
子

一

一

非

一
が
ご
と
河
川
和

1
い

繋

跡

大
谷

長
暗

一

一

A
a

雪
積
め
る
頂
〕
つ
初
景
色

佐

藤

秀

峯

一

…

く

つ

く

っ

と

制

の

勲

ゆ

る

話

ま

愛

一

r ' - ' - ' ~浅の戸イドルー--_ .....-- -----一…)

j附名 真奈美、 E・・圃園ELi
平成3年 9月6日生まれ) ・L2i&舵司‘ '宮内 i

l 上種 11蝿名春季札、 ルミ '.(J)長女 凶脳占tt-，w，. ふ司司・・.. ......・i

i附 らl 圃圃 主血 !
! お 兄ちゃんの吋ヤをすぐ取ってし園量 予 -
ι まうヤンチャ娘。~.円『苅ご- f芳司園田 i 
i 時には、ケンカもするけど仲良〈育つ瓦温温圃b晶圃圃畠・・11["ι 1 
1 てほ L いと思います ~園町圃耳 :三事面画・監さ亘 l
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;戸ーー司『 鼻 、事圃 (平成4年 4月22日生まれ
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項 目 対 聖 者 実施目 時 丹田 対象地区 実施会場 備 考 お知らせ

① 乳児相談
生徒 3日同

受付時間
全 地 区

町民 身体計側、保健指導、健康

6、 9ヶ月児 13; 00-13 ; 30 センター 相談

5日比j
畳5付時6l日1¥1 

② 乳がん検診
満30歳以上白

6日但) 192 〔3O0~~193 叩00 
" 

老人福祉
医師による触診

女性 7日開) 1 ~ センタ

1a23000~~1923D D 0 

7日開)

③ 胃 が ん 検 診
満40歳以上の B日ω受付時間

" " 腹部X線撮影
男性、女性 9日同 7 ∞-8 ∞ 

10日同

@ 婦人科検診
満30歳以上の 7日開)受付時間

" 細胞診検査
女性 8日ω 8 ;30--9 ∞ 

7日開)
受7付・時8l日m 

⑤ 大腸がん検診
満40歳以上の B目(:J()

男 性、女 性 日日刷
1 ; 00-1-1; 00 " " 検査物の持参
9 . 10日

10日(材 ;:00........[0:00 

14日明}
⑥ 一般相談 全 住 民 21日伺) 10∞-15 田 " " 保健指本健目康相談

2日日開)

⑦ 妊婦相談 妊婦の方 15日υd畳付時間
" 

町 民 尿検査、血岐検査、歯科指

12; 45-13 ; 15 セノター 導、助産婦指導

⑧ 母 親学 級 " " 14; 00-15 ; 30 " " 
栄養士による「貧血になら

ないための食事J

⑨ 育児駒座 生後 3ヶ月児 11日間
受付時間

" " 
身体計噴'I、保健指導、健康

9 ; 30-10∞ 相談

⑪ 乳児健診
生後 4、 7、

" 
受付時間

" " 
身体計四l、医師診察、歯科

10、12ヶ月児 12; 30-13 ; OC f旨弘栄養指導且保健指導

o 無医地区
全 住 民 22日例

受付時間
" " 診療科目 (耳鼻幸ヰ)

巡回診療 14 ; 20-14 ; 5c 

京
早川
畑
、
U
せ
h

確
定
申
告
の

相
談
日
程
に
つ
い
て

次
の
日
程
で
、
税
務
署
町
職
員
が

試
算
方
法
や
申
告
書
の
書
き
方
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

コし
一ヨ
ロ

1
、

日

時

2
月
口
日
側
、
四
日

山田町

2
日
間

2
、

場

所

役

場

2
階
中
会
議
室

3
、
申
告
相
絞
め
際
に
お
待
ち
い
た

だ
く
も
の。

①
事
業
所
得
の
計
算
文
は
収
入

沿道建物等からの落氷雪事故に注意.グ

沿道建物等からの落氷雪!こよる死傷事故は、

毎年各地で発生しています。

家屋の所育者、管理者は事故防.Ltに十分注意

を払って下さい。また、軒下を通行するときは、

落氷雪lこ十分注意し、軒下や道路では、子供を

絶対に遊ばせないようにしましよう。

模診を受けて明るい健康づくり

2月みんなの健康
(町民福祉課衛生係 国保係)

(
売
上
)
金
額
、
必
要
経
費

(仕
入
れ
、
そ
の
他
的
経
費
)

の
わ
か
る
む
の

②
源
泉
徴
収
票

③
生
命
保
険
料
、
火
災
保
険
料
の

支
払
い
証
明
書

④
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
の

支
払
額
の
わ
か
る
書
類

⑤
そ
の
他
各
種
控
除
に
必
要
な

4mu
類

⑥
印
鑑

{
八
雲
税
務
署
〉

確
定
申
告
の
際

控
除
申
告
を

お
忘
れ
な
く
グ

国
民
年
金
加
入
内
皆
さ
ん
、
国
民

年
金
的
保
険
料
が
、
所
得
税
の
確
定

申
告
の
際

「
社
会
保
険
料
控
除
L

の

対
象
と
な
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ

、守，
，
ふ
M
O

あ
な
た
が
、
前
年
内

l
月
か
ら
ロ

月
ま
で
の
間
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料

は
も
と
よ
り
、
あ
な
た
の
家
族
的
方

が
納
め
ら
れ
た
保
険
料

L
‘
全
額
が

「社
会
保
険
料
控
除
」
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

2
月
日
日
か
ら
3
月
日
固
ま
で
に

行
わ
れ
る
所
得
税
的
確
定
申
告
の
と

き
は
、
忘
れ
ず
に
技
除
の
手
続
き
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
町
民
福
祉
課
年
金
係
〉

• • 
〉
一ル

字

子

Z
m
a
生

活

居

間

ル

‘

生

金

"

-

底

留

鴎

忠

治

ツ

窓

生

刷

夫

め

合

調

ア

思

慮

男

子

-a
八

g
g
ん

腐

傘

g
g
固
個
人

m
a
e一

胸
一

平

一

オ

医

げ

尚

し

百

一

配

備

州

民

一

1

1

弥

岨

一

一

号

樋

，

軍

U

a

zん

3

一

ん

!

，

ト

殴

子

a
"ーー
さ

l

l

・R-
R

i
--

ー
陶
一

〈

寸

檎

玲

照

忠

薦

問

防

ヵ

h
v

長

冊

わ

と

メ

』

早

川

町

三

と

林

タ

'

久

コ

調

〈

絹

廟

食

正

実

帯

広

凶

一

一

星

a

e

H

'

か

パ

け

l

a

ス

米

鶏

ぽ

米

佐

野

陣

m

a

R

-

一

程

一同

帽

ふ

ス

山

一

一-

信

R
-

一
島
岩

崎

弁

ゆ

ら

節

M
m
.
--

野

氏

膚

み

命

中

小

ツ

2

ト

留

図

雌

町

ー

井

樗

i

・

困

t
原

沢

1

1

川

棚

図

ホ

m一

一』

包

E
多

国

-
a

腐

a

z
，

a
金

4

6
句

!

!

峰

崎

3

E

6

'

一

野

島

地

j

t

t

沢

f

-
』

一B

鍋

-R
i

f

t

z

一

一

ぷ

刷

野

ぷ

仲

伝

厳

金

川

t
m
m

金

ナ

'

J

9

2

a

金

4

1

劃
一

一中

率

制

石

図

辻

つ

護

国

小

ゐ

ホ

鎗

陶

J

訳

み

佐

伯

"

今

石

帽

北

野

崎

処

逮

今

ス

白

川

小

姻

滝

ニ

つ

麹

菌

今

，

R

R

M

，
M
n

小

高

胃
腸
怯

今
一

一
ル
佑
児

mm
陣

台

夫

章

庖

信

組

売

会

伝

史

郎

節

子

男

ヱ

三

重

夫

才

子

さ

雄

一
一

通

陵

町

会

会

会

金

金

書

プ

プ

図

図

Z

右

郎

実

』

平
一

一
↓
国
支
太
組

閥

、

太

希

サ

ノ

ι

‘
川
山

川、

H

-
一
ヲ
ー
一
山
ツ
会

一

E
J
ι
m

一

zJ
唯
富
士
一

;
u
t
-
-ち
紀

栄

鍵

ji--叫

川

晃

一

)

昨

日

十

目

玉

マ

一

可

保

♂一

幅

金

町

細

書

連

娼

一一

人

日

十

--

一

日

1
命

.

i

か

;1
1
9

jj
B

I

l

i

-
-
i
l
i
t
hi
-
-

ιEB

一;
剖
u
h

，
ー
オ
市
em
J;
』

f
L

不

金

A
E
U
曾

刷

本

治

討

確

R
r

尚

包

川

本

園

第

腹

案

塚

理

盆

図

川

東

農

工

i

白

1
川
市

l
図

イ

老

禍

J

町

中

金

臨

山

厚

偏

一

一

ッ

量

一

'

:

金

金

社

児

図

川

一ヲ

町

町

z

一

石

百

治

場

じ

階

e

レ

r
E
M
l

配

川

日

U
E

正

一

石

今

小

明

大

役

曹

高

ふ

持

遭

今

今

宮

古

館

坂

拘

阪

大

事

犬

犬

一一

震

設

備

伊

平

如

今

今

今

民

樋

種

生

今

種

今

今

回

会

加

枚

大

経

一

一

匡

段

庖

江

子

提

拾

弥

広

辺

禽

一

徳

男

子

後

級

雄

メ

郎

組

グ

子

会

レ

先

金

徳

也

、

=

旦

一

'

:

P

3

の

-

t

L

一

生

ダ

質

量

学

宿

酔

コ

重

金

一

二

麻

一

ザ

:
;
J
・
1
綱

初

溢

氏

ト

金

正

ザ

鉱

山

2
m
ス

今

一

一

句

ぽ

盆

川

水

小

プ

一

k
m
r
駅

弁

市

i

M払
川

軍

首

位

席

後

図

た

町

丸

町

偏

巴

町

ホ

町

村

町

園

町

島

町

嶋

崎

緩
町
医
幌

町

幡

町

を

ヤ

町

峰

山

山

"

穆

町

二

7
事

主

規

T

鎗

申

本

S

H

尻

岨

J

間

側

石

緩

嶋

川

レ

刷

槍

金

コ
一

両

陣

町

札

商

浪

八

回

舞

奥

よ

摩

乙

鱒

大

瀬

網

・

北

今

一

石

a
o

・A
M
J
'
m
鯛

G
換

佐

帰

島

畑

冒

G
金

，
M

近

成

込

山

E

C
中

'
ー
よ

。

北

C
由

三

台

仁

a
t
高

c
a
フ

C
高

北

丸

竹

大

〈

A
一

l. 10 

の積多の

り

わ

よ

醐・

だ

刷

凶

E
会
金
a

a
Z

縫
い

i

s
 

造
場

園
ご

u
mう

抗
初

量
と

祉

皿
山

一ロ園

E
附

+

のa

A
E
紬
ご

+ム
4
4ト

「
特
設
人
権
心
配
ご
と
相

談
所
」
の
開
設
に
つ
い
て

次
の
と
お
り

「特
設
人
権
心
配
ご

と
相
談
所
」
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
担

当
者
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局

職
員
が
当
た
り
、

児

童

生

徒
の
い

じ
め
、
家
庭
内
向
い
さ
こ
ぎ
‘
借
地

借
家
、
不
動
産
、
登
記
相
隣
関
係

等
、
身
近
な
法
律
問
姐
や
心
配
ご
と

相
訟
に
応
じ
ま
す
。

相
政
内
容
に
つ
い
て
は

一
切
将
官

が
守
ら
札
、
相
政
は
無
料
で
す
何
で

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

コ
し

一-Y
ロbr 

l 

日

2
月

n日
ω

午
前
印
時
i
午
後

3
時
ま
で

2
、
会
場
今
金
町
民
セ
ン
タ
ー

3
、
担
当
者

地
元
人
権
擁
護
委
員

3
名

大
谷
長
陪
、
狭
間
勝
昭
、

阿

知

波

公

子

(

敬

称

略

)

函
館
地
方
法
務
局
職
員

1
名

〈函
館
地
方
法
務
局
〉

て
ニ
級
技
能
士
課
程

通
信
制
訓
練
講
座
受
講

の
す
す
め

-
訓
練
科
目

l
級

機
械
加
工
科
仕
上
げ
料
、
板
金
科
、

配
管
料
、
機
械
プ
ラ
ン
ト
製
図
料
、

建
築
大
工
科
機
械
検
査
料
、
建
設

• • 
断
女
キ
品

目
m

F
L
・

な
ぜ
曲
が
る
?

中
高
年
内
ご
婦
人
の
な
か
に
は
、

最
近
背
中
が
丸
く
な

っ
て
き
た
と
気

に
さ
れ
る
方
が
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
?
ま
た
、
よ
く
お
ば
あ

さ
ん
が
腰
を
深
く
曲
げ
て
歩
い
た
り
、

な
か
に
は
両
手
を

t
ザ
の
上
に
置
き

な
が
ら
歩
い
て

い
る
人
も
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
人
た
ち
も
若
い
こ

ろ
は
背
骨
は
ま
っ
す
ぐ
で
正
叫
な
歩

き
方
を
し
て
い
た
に
ち
が
い
あ
り
ま

せ
ん
.

で
は
、
な
ぜ
年
齢
と
と
も
に
脱
が

曲
が
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
?

な
ぜ
、
雌
山
が
り
は
女
性
に
多
い
の

で
し
ょ
う
か
?

そ
れ
は
脊
椎
骨
粗
終
症
と

い
う
病

気
が
関
係
す
る
た
め
で
す
。

一
般
に
背
は
枯
れ
木
か
石
の
よ
う

に
恩
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は

常
に
新
陳
代
謝
が
働
い
て
、
刊
の
正

AM
な
吸
収
と
添
加
作
用
内
バ
ラ
ン
ス

が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
何
ら

か
の
原
因
で
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
刷
れ

る
と
山
口
組
織
の
誌
が
興
協
に
減
少
し
、

付
は
締
煤
天
の
よ
う
な
も
ろ

い
状
態

に
な
り
ま
す
。

こ
の
状
態
を
脊
雄
官
組
終
症
と
い

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
病
気
に
な
る
と
、

〕O
 

1
 

〔

8 
平斗

機
械
護
側
科

・
訓
練
科
目

2
級

機
械
加
工
科
、
仕
上
げ
科
、
板
金
科
、

配
管
科
、
塗
装
科
、
機
械
検
査
科
、

鋳
造
科
な
ど

n科

・
受
講
資
格

実
務
の
経
験
が
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
受
講
で
き
ま
す
。

-
訓
練
期
間

お
お
も
ね

1
年
間

・
受
続
料

1
級

8
2
4
0
同

2
級

6
1
8
0
問

お
問
合
せ
、
受
講
案
内
、
申
込
舎

な
ど
ご
入
用
の
方
は

函
館
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

E
0
1
3
8
l
臼

1
0
3
2
3

凹
角
形
だ
っ
た
脊
椎
円
前
而
だ
け
が

つ
ぶ
れ
て
き
て
、
背
中
が
だ
ん
だ
ん

丸
く
な
り
腰
山
が
り
が
起
こ

っ
て
く

る
の
で
す
。

こ
の
脊
椛
官
級
紙
症
は
閉
経
後
の

年
齢
の
女
性
に
多
い
の
で
‘
女
性
向

高
齢
者
に
腰
曲
が
り
が
多
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す。

で
は
ど
う
治
し
た
ら
よ
い
の
か
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
一
度
曲
が
っ
た

腹
を
ま
っ
す
ぐ
に
す
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
不
可
能
で
す
。

む
し
ろ
症
状
を
進
行
さ
せ
な
い
よ

う
に
し
た
り
、
市山口
折
な
ど
の
合
併
症

が
起
き
な
い
よ
う
に
刊
を
丈
夫
に
す

る
よ
う
な
治
療
が
中
心
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
内
服
薬
注
射

・
コ
ル

セ
y
ト
の
装
用
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
腰
曲
が

り
は
治
療
よ
り
も
予
防
が
大
切
で
、

そ
れ
に
は
女
性
は
却
歳
代
、
叫
歳
代

の
若
い
う
ち
か
ら
運
動
不
足
に
な
ら

な
い
よ
、
7
に
規
則
正
し
く
適
当
な
ス

ポ
ツ
を
行
う
よ
う
心
が
け
る
こ
と

で
す
.
こ
の
こ
と
は
骨
n
M
の
獲
得
に

役
立
つ
か
ら
で
す
。
ま
た
偏
っ
た
食

事
を
と
ら
な
い
よ
う
に
し
、
小
品
川
、

海
泌
類
、
カ
ル
シ
ウ
ム
製
剤
、
ビ
タ

ミ
ン

D
な
ど
の
依
取
を
心
が
け
ま
し

ト
歩
、
q

，。《
町
民
稲
制
保
保
健
指
導
係

国
保
係
〉

〕-1
 

〔



今??日常③2月の休日当番匡

道南ロイヤノレ病院(北絵山 ) ~④5011

今金町国保 病 院 ( 今 金 )合OD221

富田医院 (今金)合o日324

楢崎医院(瀬棚) ~⑦3021

今金町国保病院(今金) ~②0221

6日

11日

13日

20日

27日

令やや住民の副態や令令

(前月対比)

(← 2 ) 

(+ 1 ) 
(-3 ) 

(ー 1) 

12月末現在

7，501人
3，635人
3，866人
2，485世帯
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月

月

月

月

月
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1
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1

A

1
A

島

a'

k
a
v
A
'
A

ム

h
x
e
A

守

じ
み
す
帆
ぽ
h

宋
み
宋
が
ほ

ん
机
杏
制
使

り

M
愛
ぁ
車

たお

瀬

花

木

村

藤

藤

悶

佐

立

鈴

田

野

癖

固いつまでもおしあわせに

yri安達秀紀九(御影)=須藤 里美な(田代)

1;(3今 勝九(高英町)=武田志乃枝な(札幌市)

l，;i7佐々 木昌志な(λ車更生)=邑 明子五(桂川宮前)

八鈴

日の出町
金原昭和
南町

ケ y

寒昇
南町

豊寿図

下型E川

58歳

81歳

70歳
57歳

85歳

92歳

71歳

87歳

44歳

日自お〈やみもう Lあげます

山田トミ子、 12月25日
波 法富江弘 12月26日

瀧 滞六郎、 12月27日
成田 昇九 12月27日
佐々木慶治九 1月 1日

工藤サン九 1月4日

太田越ミネ九 1月19日

吉岡コキヨ九 1月20日

千代谷八代子九 1月20日

• 
発
行
/
北
海
道
室
町
役
場

.
耐
②

0
1
1番

歩
く
ス
キ

l
で

健
康
づ
く
り

室
内
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
冬
季

聞
の
運
動
不
足
を
歩
く
ス
キ

l
で
解

山
し
よ
う
，
と

1
月
8
目
、
歩
く
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
の
講
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
a

こ
の
日
は
、
ク
一
フ
プ
員
ら
ぬ
名
が

基
本
動
作
を
教
わ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
通

り
の
コ
ス
を
さ
っ
そ
う
と
歩
き
、

心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

本
年
は
、
英
利
河
自
治
会
か
ら
初

名
が
新
会
員
に
な
る
な
ど
愛
好
者
が

的
え
て
い
ま
す
。
歩
く
ス
キ
ー
は
丸
、

の
健
康
づ
く
り
に
手
頃
な
ス
ポ
ー
ツ
。

あ
な
た
も
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
.

申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
内

細
悶
征
夫
さ
ん
へ

E
2
1
0
1
1
1
 1

 
2
 

1
 

〔

編
一集
一後
一記

今
月
は
道
南
最
大
規
模
の
第
口
回

今
金
雪
ま
つ
り
が
ロ
、
目
的
2
日
間

に
わ
た

っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

地
域
に
密
着
し
た
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ

ト
で
有
名
な
伊
藤
多
事
雄
J
も
官

ま
つ
り
を
脱
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。

庭
内
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
季
節

で
す
.
官
像
づ
く
り
や
イ
ベ
ン
ト
に

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


